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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、経営発展過程における農業経営の財務行動とそれを補完する金融支援システ
ムの実態を計量的・定性的実証分析により解明し、望ましい金融支援システムを構築した。
具体的な内容は以下の 3 点である。1）農業経営の経営発展と財務行動の相互関係を、計量
的実証分析・定性的分析の両側面から解明した。２)わが国の農業金融支援システムの実態
を解明した。３)計量的実証分析に利用するために、豊富な個票のデータベース化を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study used quantitative and qualitative empirical analyses to elucidate the 

mechanisms of the financial behavior of an agricultural business in the middle of a 

managerial development process and of the financial support system supplementing it, and 

thus constructed an improved financial support system. 

The achievements of the study are as follows: (i) the clarification of the relationship 

between the managerial development of the agricultural business and its financial 

behavior using quantitative empirical analysis and qualitative empirical analysis; (ii) 

the discovery of the true state of the financial support system for agriculture in Japan; 

and (iii) the accumulation of a considerable number of microdata samples into databases 

for quantitative empirical analysis. 
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融の融資が 1980 年前後をピークに，1 件あ
たりの融資額は大規模化してきてはいるも
のの，総融資額も件数も減尐してきている．
この現象は，農業近代化資金において特に顕
著である．他方，農協以外の民間金融機関に
よる農業向け融資は，運転資金融資を中心に
融資額も件数も伸ばしてきている．こうした
融資の動向は，資金需要者である農業経営お
よび資金供給者である金融機関が自身を取
り巻く制度的・経済的環境変化を通じて，質
的に変化してきていることによるものであ
り，特に資金需要者である農業経営は多様化
が進行するとともに，その経営発展の方向や
そのプロセスも多様化してきている．他方，
資金の供給者を見ると，これまでの農業金融
を支えてきた公庫は政策金融改革が，農協系
統組織は信用事業改革が行われ，ともに組織
の構造的・機能的変化の過程にある．農協以
外の民間金融機関は農業金融の新たな資金
供給者となりつつあるが，将来にわたって安
定的になされていくかは，未知数な部分が多
い．このような状況をふまえ，農業金融市場
をかつての閉鎖的・非競争的な環境ではなく，
多様な資金需要者および資金供給者が自由
に金融取引に参加可能な環境を整備してい
くことが，実務者だけでなく研究者にとって
も重要な課題となる． 

 

２．研究の目的 

 上記の問題意識のもと、本研究の研究目的
はこれまで取り組んできた研究成果を踏ま
え、豊富な個票データと実態調査を通じて、
経営発展過程における農業経営の財務行動
とそれを補完する金融支援システムの実態
を計量的・定性的実証分析により解明し、望
ましい金融支援システムを構築することで
ある。具体的な内容は以下の 4 点である。1)

同じ社会経済環境において全く異なるタイ
プの主体が同時に存在する実態を踏まえ、そ
の要因の解明及び農業経営における経営発
展の規定要因の解明を、社団法人中央畜産会
から提供される豊富な個票データ・実態調査
に基づく計量的実証分析・定性的分析の両側
面から解明する。2)農業経営の経営発展と財
務行動の相互関係を、社団法人中央畜産会か
ら提供される豊富な個票データ・実態調査に
基づく計量的実証分析・定性的分析の両側面
から解明する。3)わが国の農業金融支援シス
テムの実態を解明すると共に、農業経営の経
営発展に貢献する金融支援システムを構築
する。4)計量的実証分析に利用するために、
社団法人中央畜産会から提供される豊富な
個票のデータベース化を行う。 

 

３．研究の方法 

 本研究は研究目的に述べたとおり、多様な
農業経営主体の組織的、機能的特質、農業の

産業的特質を十分考慮し、理論・実証分析を
通じて、上記設定した課題に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
研究成果としては、以下の通りである． 
1)大規模畜産経営及び関係諸機関の実態

調査を昨年に引き続き行った．農業経営にお
ける経営発展と財務行動における相互規定
関係は、主体の属性によって異なると考えら
れるため、以下の 3 点即ち、①土地利用型経
営及び施設利用型経営、②農業生産のみを行
っている経営と農業生産だけでなく食品加
工や流通・販売などにも取り組んでいる経営、
③既存の農業経営と新規参入の主体、④耕畜
連携に取り組んでいる経営及び地域の比較
検討を行うための予備的調査を島根県を中
心に、JA、畜産農家、農業改良普及センター
に対して行った． 

2)財務行動の計量分析に利用するための
大量な個票のデータベース化を、社団法人中
央畜産会から提供された調査資料により行
った． 
 3)民間金融機関による農業融資の実態と
意義および課題を提示した.まず，企業的肉
用牛経営を対象とし，農業金融における動産
担保を活用した融資手法の意義と課題を考
察した.得られた結論は，以下の三点に要約
される．第１は ABL の意義に関してである．
ABL の活用は，貸し手と借り手との間のリレ
ーションシップバンキングを強化する．それ
によって金融機関にとっては，農業金融市場
への一層の参入促進，他方借り手にとっては，
資金枞の拡大・金利低減・資金の安定確保の
実現し，経営発展に不可欠な信用力の蓄積・
留保利益の向上が可能となる．本稿冒頭の先
行研究のレビューをふまえると，ABL とリレ
ーションシップバンキングは補完関係にあ
ると言える．第２は ABL の課題に関してであ
る．制度的課題として，第三者対抗要件に関
し，譲渡人は法人のみに限定されており非法
人経営の場合には，第三者対抗要件を具備し
ていないこと，家畜の評価方法ならびに処分
市場の未整備を指摘した．他方，貸し手の課
題として，ABL に必要な機能内部化の限界，
借り手の課題として，金融機関が要求する経
営情報の管理と提供能力の向上を指摘した．
第３は，ABL を利用する借り手の特性に関し
てである．必ずしも ABL の利用を希望する経
営の全てが ABL利用に適しているわけではな
いこと，ただし，小規模経営でも組織を作る
など工夫次第では，ABL を利用することが可
能であることを指摘した． 
 続いて，地域金融機関を対象として，農業
分野におけるビジネスマッチング事業の意
義と課題を考察した．本研究で得られた結論
は，以下の三点に要約できる．第１は，農業
分野におけるビジネスマッチングの形態で



 

 

ある．本研究では事例分析を通して，金融機
関が個々の農業経営ではなく農協に対して
ビジネスマッチングを行うことによって，売
り手である農業者側が取引先のニーズに合
った商品を要望どおりに提供することが可
能となる仕組みを構築することが出来るこ
とを示した． 
第２は，農業ビジネスマッチング事業の意義
に関してである．地域金融機関による農業ビ
ジネスマッチング事業によるマッチングは，
①販路拡大・商品開発に関する質の高い情報
収集および取引先からの信用獲得を低コス
トで行うことができること，②農業ビジネス
マッチング事業によってマッチングされる
取引は，農協にとって多様な販売方法の一選
択肢となることを指摘した． 
第３は，農業ビジネスマッチング事業の課題
に関してである．本稿では，①金融機関によ
る情報管理力の向上，②農協における内部管
理体制の整備，③地域金融機関とビジネスマ
ッチングを行う個々の農協間の関係の改善
を指摘した． 
 続いて，民間金融機関の農業融資への参入 
に対し，公庫の直接融資がどのように貢献し
うるのかを，理論的考察および事例分析をも
とに考察した．その結果，政策金融機関であ
る公庫が，情報の非対称性の大きい経営を適
切に評価した上で融資すれば，当該経営にお
いて情報の非対称性を緩和する情報と，政策
的に優遇されているという情報の二種類が
顕示されることになり，その情報を民間金融
機関が利用することによって，当該経営に対
する資金供給が誘発されうることを指摘し
た．さらに，民業圧迫を回避し直接融資によ
る誘導効果を有効なものにするためには，公
庫は民間金融機関との協調融資を前提とす
るタイプのものが望ましいことも指摘した． 
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